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No. 32 (1987) 

pHの高い溶離液も使用できる等シリカにない幾つかの特長がある。カテコールアミン，シクロ

スポリンの分離を例にとり，新充てん剤の得失を考察した。
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ビタミンEと脂肪酸の相互作用

菅田節朗，今村暁美，菅谷名保美，松島美一，浦野四郎＊，松尾光芳本

〔日本薬学会第107年金（1987年4月，京都）で発表〕

ビタミンEの細胞膜安定化作用は膜脂質との相互作用によるとする仮説があるoわれわれは

既にビタミンEと不飽和脂肪酸が均一溶液中で複合体を形成することを報告し，これが膜安定

化作用と関連するものと推定している。ピタミンEの構造と複合体形成との関係を調べるため

に， αートコブエロールおよびその関連化合物の 2×10-'Mメタノール溶液に各種脂肪酸を濃度を

変えて添加し， ex.295 nm, em. 330 nmにおける蛍光強度を測定した。

世トコフェロールおよびその関連化合物の蛍光は脂肪酸の共存によりその強度が減少した。脂

肪酸濃度と盤光強度減少の関係を定量的に検討した。脂肪酸の種類による強度減少効果の大きさ

はステアリン酸，オレイン酸＜リノール酸＜リノレン酸＜アラキドン駿の！願であった。これは二

重結合の数の増加とほぼ一致しており，以前の結論に合致している。叶トコフェロールおよびそ

の関連化合物のイソプレノイド鎖の長さと盛光強度減少の間には明かな関連がなく，脂質との相

互作用にイソプレノイド鎖の存在が絶対条件でないことを裏付けた。クロマン環の寵換基の相異

による効果については明確な関連性を見出していない。

本東京都老人総合研究所

Cu(II) Chelates of an Intermediate Species Absorbing 

in the 500 nm Region 

松島美一，永田佳子

〔InternationalCongress on Chemical and Biological Aspects of Vitamin Bs 

Catalysis (1987年6月， Turku,Finland）で発表〕

A key step in the action of almost all pyridoxal enzymes is thought to be the formation 

of a quinoid structure, in which the αーcarbonof the pyridoxylideneamino acid (aldimine) 

is deprotonated. An intense absorption band in the 500-nm region observed in the course 

of some enzymatic reactions has been ascribed to the quinoid intermediate. We previously 
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